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第17回新潟総合病院精神医学研究会 題は､|え均15．8±4．2であった. Coml)osilcscol℃

をizillllする|kl子としてBPRS得点が検,'llされた

(β=-0.25, p<0.()5). BACS-J各ド位検介に

ついては， 高i譜性I肥悩,抑題は樅忠期|H1 （β＝-

0.27, ノ)＜().05)， トークン巡肋課題はBPRS僻点

(β＝一().23, p<().()5),激字順'l糾1題は教ff年

激（ jツー().23, p＜().05)，符号課題は教f,：年数

(,ツー().3()， p＜0.01） 及び年齢（β=-0.28,

p<().()5), ロンドン塒I柵魑は教育年敬（β＝

0.33, ﾉ)＜().()1）及び年齢（β=-().24,p<().05)

が1多測lkl l'･として検出された．言語流申ﾙ性に彩禅

を及ぼす|臨床的特性はなかった．

【結柵本研究の結果から統合尖i淵症の認知機

能は,lihl!瓶椛状及び樅忠IUI IIIIに影稗されている

ことが,kされ，火臨床ではこうした特性を親世し

つつ泌知機能評illiを行うべきと琴えられた．

日時 平成27年21 121H(l:)

午後3時より

ホテル|｣航新潟4F朱燃会場

I.－般演題

l 統合失調症患者の認知機能に関連する臨床的

特性

剛塚拓郎・鈴木雄太郎・安部弘j亀

染矢俊幸

新潟大学IXII1学総合病院ド,'ihl'科

【目的】統合失調症で認知機能が広汎に陣'ilfさ

れることは以前から知られ，認知機能陣'iifと社会

生活との|腱I係について近fl1注IzIが集まっている．

先行研究では統合尖謝り,iiのいくつかの'臨床的特

性が悠荷の認知機能と関述することがノパされて

いる．本研究は当施設人院!|!の統合失調椛忠行の

臨床的特性と認卿I機能との|腱I連を分析した．

【方法】 2010年10月から2013年1211のllll, 、％

施設入院し症状改善した段階で統合尖i淵椛,湖)<l l

機能簡易評illi尺度日本語版（以~I､.BACS-J)を

施行した統合失調症悠者80名（男性34名，女性

46名）のカルテを調査した． ｜臨床的特性として

年齢，発病年齢，罹患期|H|,"f『年数，抗*,'i神ﾙ>j

薬服川lit (クロルプロマジン換榊，簡易ﾈ,'i神ﾘir

状評価尺庇（以下BPRS)がBACS-JのComl)()S-

itescore及び各「位検衡得点に』j､える影稗を!nl'll

帰分析で検討した．

【結果】対象の年齢は平均34±13歳，発病年

齢は平均22．7±9．3歳，椛心IUlllllは平均11.3±9

年，教青年散は､lえ均12.8±2.4fll,抗*,沖|!柄蕊llli

用量は平均684±278mg/day,BPRS得点はWり

26.1±7.3.BACS-Jはcoml)ositescoreが平均-

2.12±1.64,言語性記惚課題は平均36．7±12.7,

数字ll個'l洲幽は平均17.8±5.5, トークン巡肋那

題は平均65．6±17.2,言謡流II!珊性は平均37.8

11.9,符号継題は平均51．5±12.1,ロンドン塔I抑

心理教育後の統合失調症患者における体重変

化に関する検討
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【 l l的】輔211tiW[Wi神卯撫のMll作川である体IIt

jW加は柵尿病及び動脈仙化性心lil狩疾忠発症の危

'晩囚j'･であI)予防法が摸索されている．当施j没で

は体!njW川の|H1題のある統合失調症忠者に人院II!

独I璽1の心j'|!"ffを行い, IINIMWMIIWjに取り糸llん

でいる（安部ら, 2013)．先i]:研究のII!には'L､肌|敬

行が過庇な体躯jW加を抑棚llしたとの報f!iはあるが

"ffの及期的効果を検証した報肯は殆どない．そ

こで我々は心理教育後の想尚の体!E変化をi淵介し

た．

【〃法】対.祭は2006年711から2014年811まで

に>I1科へ入院し心理教f『後，退院した統合尖i淵症

心門で現ｲI;も当院通院'l!であり，体!itillll定を施行

できた』'2均ｲド齢38.5±2．14歳のり)性101',,女'|’|§

11術．人退院時と外来II,W)b()(lymassi''(lex (BMI),

llll液'|;化学検州II'Iを綱frし解析した. 4xliH究は新

潟大学帳学部肺III!"u会でﾉ侭I認を受け他行全例か


